
古津軽さんぽ/古津軽・学さんぽ

津軽藩の祈願所とされている猿賀神社は、平川市(旧尾
上町)に鎮座し、藩政時代から、農漁業、交通、眼の守護
神として尊信されています。
猿賀神社の境内には、夏に㇐面が蓮で覆われる鏡ヶ池や、
津軽地方で唯㇐、津軽㇐代様が全て安置されているお寺
「神宮寺」があります。
 豊かな自然環境と古くからの歴史的な背景が、多くの
人々に愛される猿賀神社を津軽弁を交えながら心温かく
ご案内します。

9:「津軽一代様」のパワーを集めた、
猿賀神社の美しくも広大な神域をめぐる

【平川市】毎日 9：00～16：30

■時:9:00～16:30(60分)  ■料:1,500円 ■定:1～5名 ■〆:5日前まで
■場(一社)平川市観光協会 ■所:平川市猿賀石林94
■問:TEL.0172-40-2231 ■ア:津軽尾上駅から徒歩20分
■お申込みはこちら！:ひらかわガイド予約 | 平川市観光協会

津軽㇐代様って？

津軽地方では、新年や人生の節目節目に自分が生まれ
た年の干支を守り神として信仰する風習「津軽㇐代
様」が広く伝わっています。それぞれ干支が違えば、
お参りする神社・寺が違ってきます。


